Chapter 15
15.1　内分泌腺
内分泌腺はホルモンを血液中に分泌し、そこからホルモンは目的の臓器や組織に送られる。
· ホルモンは、普通体の部位の間で作用する化学信号の一種である。
· ホルモンはペプチドかステロイドだ。
· 原形質膜におけるペプチドホルモンの受容は、細胞内での酵素降下を活性化する。
· ステロイドホルモンは受容体とくみ合わさり、その複合体はDNAにくっつき、活性化させる。タンパク質合成が続いて起こる。

15.2　視床下部と下垂体
視床下部の神経分泌細胞は抗利尿ホルモンとオキシトシンを産出し、放出されるまで脳下垂体後葉にある軸索終末に蓄えられる。
· 視床下部は視床下部放出性の、そして視床下部抑制性のホルモンを産出し、それらは門脈系を通って下垂体前葉まで達する。
· 下垂体前葉は少なくとも6種類のホルモンを産出し、それらの中にはホルモンを分泌するためにほかのホルモン腺を刺激するものもある。

15.3　甲状腺と傍甲状腺
甲状腺は、代謝率を上昇させるトリヨードサイロニンとチロキシンを産出するのにヨウ素を要する。
・ヨウ素が限られた値しかないと、単純性甲状腺腫が発達する。
・甲状腺が活発化しすぎると、眼球突出性甲状腺腫(バセドー病)が発達する。
・甲状腺は血中カルシウム量を下げるカルシトニンを産出する。
・傍甲状腺は血中カルシウム尿を上昇させる傍甲状腺ホルモンを分泌する。

15.4副腎
副腎は緊張に反応する。
· 副腎髄質…副腎髄質は即座にエピネフリンとノルエピネフリンを分泌する。心拍数と血圧、血中グルコース濃度が上昇し、筋肉が活発化する。
· 副腎皮質…副腎皮質は糖質コルチコイド(ex.コルチゾール)や電解質コルチコイド(ex.アルドステロン)を産出する。糖質コルチコイドは炭水化物やタンパク質、脂質代謝を調節し、炎症反応を抑制する。電解質コルチコイドは水分と塩分バランスを整え、それは血液量と血圧の上昇に結びつく。

15.5　膵臓
膵島はインスリンとグルカゴンを分泌する。
· インスリンは血中グルコース量を減少させる。
· グルカゴンは血中グルコース量を上昇させる。
· 真性糖尿病は、膵臓のインスリン産出不足か細胞のインスリン吸収不足に起因する。

15.6　他の内分泌腺
他の内分泌腺はホルモンを産出する。
· 精巣と卵巣は性ホルモンを産出する。男性の性ホルモンはアンドロゲン(雄性ホルモン物質　ex.テストステロン)で、女性の性ホルモンはエストロゲンやプロゲステロンである。
· 胸腺は、Tリンパ球の生産と成熟を促進するチモシンを分泌する。
· 松果腺は、概日周期と生殖器の発達に関係あるかもしれないメラトニンを産出する。
組織もホルモンを産出する。
· 肝臓はエリスロポイエチン(赤血球生成促進因子)を産出する。
· 脂肪組織は視床下部で動作するレプチンを産出する。
· プロスタグランジンは細胞で作られ、そこで働く。

15.7　恒常性
神経系と内分泌系は他の器官をコントロールし、それ故に恒常性を保つ。
· 神経系は感覚受容器から情報を取り入れた後ならば、外的環境に反応する事ができる。感覚受容器は目や耳などという器官に存在する。
· 神経系と内分泌系は内蔵の潜在意識下のコントロールを統制するために共に働く。このコントロールは視床下部と延髄を含む反射反応にしばしば依る。
· 神経系と内分泌系はあまりにも共同して働くため、時として神経内分泌系と呼ばれるものを作る。















Chapter 16
16.1　人間の生活環
高度な生物の生活環には二つの種類の細胞分裂を要する。有糸分裂と減数分裂だ。
· 有糸分裂：組織の成長と修復
· 減数分裂：生殖生成

16.2　男性の生殖組織
男性の外性器は
· ペニス(性行為のための器官)
· 陰嚢(精巣を含む)。精子生成とは、陰嚢内の精巣の中で行われ、精子を生成する。
· 成熟した精子は副睾丸に蓄えられる。
· 精子は精管を通って尿道に至る。
· 精嚢と前立腺、尿道球腺は精子に(分泌によって)液を足す。
· 精子と分泌物は精液と呼ばれる。男性における性的極期はペニスからの射精として現れる。
男性のホルモン調整
· 視床下部と下垂体前葉、精巣からの分泌によるホルモン調整は、比較的一定の量のテストステロンを維持する。
· 下垂体前葉からの卵胞刺激ホルモンが精子形成を促進する。
· 下垂体前葉からの黄体形成ホルモンが間細胞によってテストステロン形成を促進する。

16.3　女性の生殖組織
卵巣における卵形成は一般的に一個だけ成熟した卵胞を毎月生成する。
· この卵胞が卵巣から膨らみ出て破裂し、卵管に入っていく卵を放つ。
· 卵管は子宮まで続き、そこで着床と発達が起こる。女性の外陰部は膣口とクリトリス、小陰唇、大陰唇をふくむ。
· 膣は性行為のための器官であり、女性の産道である。女性における性的極期は子宮と卵管収縮で絶頂に達する。

16.4　女性のホルモンレベル
卵巣周期:妊娠していない状態
· 卵巣周期は視床下部と下垂体前葉のホルモンコントロール下にある。
· 周期の前半では、下垂体前葉からの卵胞刺激ホルモンが卵胞の成熟を引き起こし、卵胞はエストロゲンといくらかのプロゲステロンを分泌する。
· 排卵の後である周期の後半は、下垂体前葉からの黄体形成ホルモンが卵胞を黄体に変える。
· 黄体はプロゲステロンといくらかのエストロゲンを分泌する。
子宮周期:妊娠していない状態
→エストロゲンとプロゲステロンが子宮周期を調整する。
· エストロゲンが子宮内膜の再生を促す。
· 排卵は普通、28日サイクルの14日目に起こる。
· 黄体から形成されたプロゲステロンで子宮内膜が厚くなり、分泌性にさせる。
· ホルモンの減少は、月経が起こると同時に子宮内膜を崩れさせる。
受胎と妊娠
→受胎が起こった場合、胎児は厚くなった子宮内膜に着床させる。
· 胎盤からのヒト絨毛性ゴナドトロピン生成によって黄体は維持されるため、プロゲステロン生成は減少しない。
· 妊娠している間月経は普通、起こらない。

16.5　生殖コントロール
様々な避妊法や避妊具がある。
· その中のいくつかが、避妊ピル、ペッサリー、コンドームなどだ。
· 効果はさまざまである。
生殖援助技術は不妊のカップルに子供ができるための助けになる。これらの技術の中には
· ドナーからの人工授精(AID)。
· 体外受精(IVF)。
· 生殖体卵管内移転(親の精子と卵子がカテーテルで直接卵管に注入されるGIFT)。
· 卵細胞質内精子注入法(ICSI)。

16.6　性感染症
性感染症はウィルスやバクテリア、菌、寄生虫が引き起こす。
ウィルス性の性感染症
· エイズはHIVウィルス(ヒト免疫不全ウィルス)による。
· 生殖器いぼは、乳頭腫ウィルスが原因だ。これらのウィルスはいぼや外傷を性器におこし、これらは特定の癌と連結する。
· 陰部ヘルペスは単純ヘルペスウィルス2型が原因だ。性器に疱疹を起こす。
· 肝炎はA,B,C,D,E,G型肝炎ウィルスが原因である。AとEは普通、汚染水からもたらされる。B,C型肝炎の血液に運ばれる伝達で、B,D,G型肝炎は性行為で移される。
バクテリア性の性感染症
· クラミジアはトラコーマクラミジア(Chlamydia trachomatis)が原因だ。骨盤内炎症性疾患も起こる。
· 淋病は淋菌(Neisseria gonorrhoeae)が原因だ。骨盤内炎症性疾患も起こる。
· 梅毒は梅毒トレボネーマ(Treponema pallidum)が原因だ。この病気には三段階あり、三段階目には死に至る。
膣性の感染
· バクテリア性の膣症は一般にバクテリアの異常繁殖に寄る。Gardnerella vaginosisがしばしばこのような疾患を引き起こす。
· カンジダアルビカンス酵母による感染も異常繁殖に寄り、抗生物質やホルモン剤による避妊が引き起こす。
· トリコモナスバギナリス寄生もまた、膣症を引き起こす。このタイプは男性にも女性にも感染するが、男性の場合はしばしば無症候性である。
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